　戸惑い　
                                                    高野　獨源
久しぶりに関西圏に足を踏み入れた。随分ご無沙汰だった。長いこと、こちらの方面に用事が生じなかった。忘却とは忘れ去ることなり。あまりにも時間が経ってしまい、前回来た時の記憶も忘却の彼方に消えようとしていたところだ。なんと十日ぶりである。
今回は大阪に行ったのだが、いつになっても、戸惑いが抜けない。
新幹線を降りて地下鉄に乗り換えようとする道すがら、貼ってあるポスターが、随分東京とは違うことに気がついた。これにまず戸惑ってしまうのである。
次に地下鉄で切符を購入する時、毎度戸惑ってしまう。券売機の画面に色々表示されているので、画面を触って二三〇円切符を買おうと試みるのだが、いつもうまく行かない。後ろに並ぶ人を散々待たせた挙句、ようやく押すべきボタンの場所に気付く。
エスカレーターも東京だと、歩く人は、右側を歩くのだが、大阪では左だ。ヨーロッパと同じなので、ヨーロッパに来たつもりで対処する。しかし、いつまでもヨーロッパに来たつもりになっていると、車が右ハンドルで左側通行であることに驚くことになる。
地下鉄ホームでは、列車が近づく時の音が東京とは全く違うのも戸惑う原因だ。ちなみに、線路幅が違うことが多い。こちらでは私鉄などでも一四三五センチメートルの標準軌道が用いられている場合が多いようだが、東京では、三種類あるが、一番多いのは、一〇六七センチメートルの狭軌だ。これにも戸惑ってしまう。
そして、何と言っても、言葉が違う。しかし、こちらが東京から来た者だと分かると、東京弁に直して喋ってくれる人も多く、その親切心には感謝せざるを得ない。その逆に、こちらは大阪に来ても、申し訳ないことに大阪弁に直せないのだ。軽くカルチャーショックを受ける。
大阪弁は、ある程度聞いて理解できる。しかし、青森弁となると勝手が違ってくる。聞いていて全然分からないのだ。外国に行っても、周りで何を言っているのか全く分からなくなる。とくに、モーリシャスに行った時がひどい（まだ行ったことがないが、恐らくひどいだろう）。
海外に行った場合、あるいは、日本で外国人に取り巻かれた場合、言葉以前に文化が違うのだから、その戸惑いたるや激しいものがある。挨拶からして、日本と、例えば欧米とは発想が違う。例えば、日本では朝の挨拶は「お早うございます」と、朝早いという事実を述べているだけである。それに対して欧米では、「良い朝を！」と、これからの数時間が相手、あるいはお互いにとって良いものとなることを祈るのだ。「こんにちは」も、今日は良い日だ（悪い日だ）という事実を日本では述べるのに対して、欧米では「良い日を！」だ。食べる前の「いただきます」は意思の表明だが、ドイツ語やフランス語などでは「良い食欲を！」と、相手の食欲をやはり祈っている。しかし、何故か英語では、「良い食欲を！」と祈っても、怪訝な顔をされるだけだ。
くしゃみをすると、その人に向かって、周りの人が、ドイツでは「健康を！」と言ってあげる。日本では、くしゃみをした人自身が「畜生！」と言う。これも随分違うものだ。こうして見てくると、欧米では、「祈る」挨拶が多いのかとも思えてくる。日本では「ごきげんよう」（ござりまする）も「おめでとう」（ござりまする）も、現在の状況を述べる（或いは現在の状況を無理やり良く述べる）挨拶であって、祈りにはなっていないことに気付く。感想を述べているとも言えるかもしれない。祈るタイプの日本語の挨拶としては「お幸せに」というものがあるが、毎日使うような挨拶ではない。「お元気で」も、別れ際に毎日言われたら怒り出す人が居そうな気がする。「気をつけて」も、命令だ。
ここまでで充分戸惑うべき言語文化の違いを例示してきたが、まだある。
仕事などが終わって帰るときの「お疲れ様でした」は、他の言語でどう言えば良いかいつも戸惑う。韓国語では同じ表現があるので便利だが、英語などで、ユー･ワー・ミスター・タイアードネスと言って通じるものだろうか。「よろしくお願いします」も困る。アイ･ウィッシュ・ユー･トゥ･ドゥー・ウェルなどとメールの文末に書いて良いものだろうか。
このように、まず文化面で戸惑っているのだから、その戸惑いを乗り越えて、異なる言語を使う戸惑いの段階に駒を進めるのは容易ではない。こう書くと、まるで外国語が不得意なのを言い訳するためにここまで書いてきたように聞こえるかも知れないが、言い訳ではない。弁解しているのである。
（執筆自二〇〇九年五月二十一日至六月十日）
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